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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

見どころ満載「ふるさとマップ」
地区内には市内唯一の風致地区があり、豊かな自然や歴史的な名所旧跡を訪

ねて歩くことができます。８月の県指定無形文化財「大念仏」、11月の八王子町
の「もみじまつり」のほか「虫送り

（除虫祭）」など、一年を通じてさまざ
まな伝統行事があります。
昨年度改訂した「ふるさとマップ」

にも、地区内のさまざまな行事や歴史
的建造物のことが詳しく書かれていま
すので、内部・八王子線に乗って、四
郷の歴史文化にぜひ一度触れてみてく
ださい。

「災害に強いまち」を目指して
笹川は市内で外国の人が一番多く暮らす地域です。外国人住民は、災害時

に言葉の壁などで情報が十分に得られず、混乱してしまう可能性があります。
そこで、災害時に外国人住民が自分や家族の身を守るだけでなく、地域の力
になることを目指して、平成25年度に、ふりがなやポルトガル語を併記した

「防災ノート」を作成・配布しました。
災害時だけでなく、自分たちの地域を自分たちで守り、「住みたいまち笹川」

をスローガンに、自治会などを中心に日々の取り組みを進めています。

地域の子どもを見守って
高花平小林町の児童の下校時刻になると、「学童の下校時刻になりまし

た。放送を聞かれた方は、外に出て児童を見守ってください」という一斉
放送が地区に響き渡ります。これを聞いた大人たちは毎日、パトロールや
犬の散歩に出て、児童に「おかえり」と笑顔で声をかけます。これからも
地域の人たちの温かい思いを感じなが
ら、子どもたちが安心して成長できる
まちづくりを進めていきます。

四郷地区は本市の中央より少し南側に位置し、明治時代から製糸業などの産業が栄え、昭和30年代以降には高
花平団地や笹川団地が造成されて、人口は市内で２番目に多い地区です。伝統的な建物や行事が残る中、平成に
入ってから外国人住民も増加し、多様性がもたらす豊かさを地域の力にするための取り組みが進んでいます。
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